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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月17日(2018.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの眼を有する着用者用の眼鏡であって、
　１．１　少なくとも１つの眼鏡レンズであり、
　１．１．１　前記少なくとも１つの眼鏡レンズは、透過率（ＴＲ）が適切な制御によっ
て変更可能な液晶セル（ＬＣ）を備え、
　１．２　前記眼の視線方向を決定することができるアイトラッカー（ＥＴ）と、
　１．３　入射する可視光の輝度を測定するための少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ
）であって、
　１．３．１　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記眼鏡レンズの眼側に
配置され、
　１．３．２　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記少なくとも１つの眼
鏡レンズを通過する光の輝度を測定することができ、
　１．３．３　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、
　１．３．３．１　カメラ付き撮像システム、または
　１．３．３．２　座標系全体を測定するための少なくとも３つのセンサ、または
　１．３．３．３　複眼を備え、
　１．３．４　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記アイトラッカー（Ｅ
Ｔ）によって決定された前記眼の視線方向から入射する可視光の輝度を決定することがで
きる、少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）と、
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　１．４　前記液晶セル（ＬＣ）の透過率を制御するための閉ループ制御回路（ＭＣ）で
あって、
　１．４．１　前記眼の位置の輝度に対して設定値が予め設定され、
　１．４．２　前記制御回路は、前記眼の視線方向の前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ
，ＩＲ）によって測定された輝度を実際値と見なす、閉ループ制御回路（ＭＣ）と
を備えた眼鏡。
【請求項２】
　前記液晶セル（ＬＣ）は、最大１０ミリ秒で透過率を９０％から１０％に、および１０
％から９０％に変化させることができるように設計される
ことを特徴とする、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項３】
　３．１　前記液晶セル（ＬＣ）は、前記液晶セル（ＬＣ）の透過率（ＴＲ）が高透過率
状態と低透過率状態との間で切り替え可能であり、
　３．２　前記液晶セル（ＬＣ）の前記高透過率状態の時間（Ｔｏｎ）と前記低透過率状
態の時間（Ｔｏｆｆ）とを制御もしくは調節する手段が設けられ、
　３．２．１　前記制御もしくは調節する手段および前記閉ループ制御回路（ＭＣ）は、
前記高透過率状態の時間（Ｔｏｎ）が前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）に入射
する可視光の輝度が増加するのに伴って短くなるように設計され、
　３．２．２　前記高透過率状態の時間（Ｔｏｎ）と前記低透過率状態の時間（Ｔｏｆｆ

）との間の変化は、人の眼が分解できない時間周波数で発生する
ことを特徴とする、請求項２に記載の眼鏡。
【請求項４】
　前記制御回路は、前記眼の視線方向からの輝度を決定する時に、前記輝度を重み付けす
るためにユーザ固有の眼／網膜感度曲線を考慮に入れることができるように設計される
ことを特徴とする、請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの眼鏡レンズに割り当てられた前記眼を周辺光に対して遮断するよ
うに密閉する眼鏡フレーム（Ｆ）
を特徴とする、請求項１～請求項４のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項６】
　前記制御回路の前記設定値は、前記眼の位置の２０ｌｘ～４００ｌｘの輝度を規定する
ことを特徴とする、請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項７】
　前記周辺光の輝度は、前記制御回路の前記設定値および制御信号から求められる
ことを特徴とする、請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項８】
　さらに少なくとも１つの輝度センサ（ＯＬ，ＯＲ）が、前記眼鏡の眼側と反対側に配置
され（外部センサ）、前記周辺光の輝度を決定する
ことを特徴とする、請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項９】
　９．１　前記制御回路の前記設定値は、前記周辺光の輝度に応じて変更可能であり、
　９．２　前記設定値の変化は、前記液晶セルの透過率の制御より少なくとも１０倍遅い
ことを特徴とする、請求項７および請求項８のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項１０】
　１０．１　前記設定値は、設定された段階を追って変化し、
　１０．２　前記設定値の段階的な変化は、前記液晶セルの透過率の制御より少なくとも
１００倍遅い
ことを特徴とする、請求項９に記載の眼鏡。
【請求項１１】
　前記制御は、１０マイクロ秒～１秒内で極度の輝度に反応して、前記液晶セル（ＬＣ）
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が前記低透過率状態に設定されるように設計される
ことを特徴とする、請求項１０に記載の眼鏡。
【請求項１２】
　１２．１　眼鏡着用者の両眼に対する２つの眼鏡レンズ、
　１２．２　個々の眼に入射する可視光の輝度を測定するための各々の眼鏡レンズの眼側
センサ、および
　１２．３　各々の眼鏡レンズ用の制御回路
を特徴とする、請求項１～請求項１１のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項１３】
　前記両眼に対する前記設定値は、１％～６０％だけ互いに異なる
ことを特徴とする、請求項１２に記載の眼鏡。
【請求項１４】
　１つの眼に入射する可視光の輝度を調節する時に、他方の眼の輝度の調節が考慮に入れ
られる
ことを特徴とする、請求項１２に記載の眼鏡。
【請求項１５】
　１５．１　前記眼鏡の眼側と反対側に配置される少なくとも１つの光源（Ｓ）であって
、
　１５．２　前記光源（Ｓ）が前記眼鏡着用者の視線方向に応じて制御可能であること
を特徴とする、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項１６】
　１６．１　前記液晶セル（ＬＣ）の前記高透過率状態の時間（Ｔｏｎ）の間に発光する
ように、前記光源（Ｓ）の発光時間および光度を制御する手段であって、
　１６．２．１　前記光源（Ｓ）の光度と、
　１６．２．２　前記液晶セル（ＬＣ）の透過率（ＴＲ）と
　１６．２　の積の時間積分値は、前記高透過率状態の時間（Ｔｏｎ）が変化する時に、
所定の許容範囲内で一定に維持される
ことを特徴とする、請求項１５に記載の眼鏡。
【請求項１７】
　生物、光学センサ、もしくはカメラを眩惑させるための光源、および／または
　前記眼鏡レンズの眼側と反対側のディスプレイ、および／または
　前記眼鏡レンズの眼側のディスプレイ、および／または
　ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）
を有することを特徴とする、請求項１に記載の眼鏡。
【請求項１８】
　前記センサの測定値および／または前記制御回路の設定値および／または前記測定値、
および／または前記設定値から導出される環境の輝度は、地理座標受信器の地理座標信号
に接続され、記録される
ことを特徴とする、請求項１～請求項１７のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項１９】
　１９．１　前記少なくとも１つの眼鏡レンズは、透過率が適切な制御によって変更可能
な別の液晶セルを有し、
　１９．２　前記別の液晶セルは、前記視線方向の前記液晶セル（ＬＣ）の裏側もしくは
前に配置される
ことを特徴とする、請求項１～請求項１８のいずれか一項に記載の眼鏡。
【請求項２０】
　少なくとも１つの眼に入射する可視光の輝度を調節する方法であって、
　２０．１　１組の眼鏡が提供されるステップであり、前記眼鏡は、
　２０．１．１　少なくとも１つの眼鏡レンズであって、
　２０．１．２　透過率（ＴＲ）が適切な制御によって変更可能な液晶セル（ＬＣ）を有
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する、少なくとも１つの眼鏡レンズと、
　２０．２　前記眼の視線方向を決定するアイトラッカーと、
　２０．３　入射する可視光の輝度を測定するための少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，Ｉ
Ｒ）であって、
　２０．３．１　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記眼鏡レンズの眼側
に配置され、
　２０．３．２　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記少なくとも１つの
眼鏡レンズを通過する光の輝度を測定し、
　２０．３．３　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、
　２０．３．３．１　カメラ付き撮像システム、または
　２０．３．３．２　座標系全体を測定するための少なくとも３つのセンサ、または
　２０．３．３．３　複眼を備え、
　２０．３．４　前記少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）は、前記アイトラッカー（
ＥＴ）によって決定された前記眼の視線方向から入射する可視光の輝度を決定することが
できる、少なくとも１つのセンサ（ＩＬ，ＩＲ）と、
　２０．４　前記液晶セル（ＬＣ）の透過率を制御するための閉ループ制御回路（ＭＣ）
であって、
　２０．４．１　前記眼の位置の輝度に対して設定値が予め設定され、
　２０．４．２　前記制御ループは、前記眼の視線方向の前記少なくとも１つのセンサ（
ＩＬ，ＩＲ）によって測定された輝度を実際値と見なす、閉ループ制御回路（ＭＣ）と
を備える眼鏡が提供されるステップを含む方法。
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